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第
十
六
卷(

M

へ
-,
八)

新
刊
紹
介.

の
中
に
靈
の
王
國
を
求
め
ん
》
す
る)

情
切
な
る
に
際
し 

で
、
■

本
書
は

«

か
に
，.

双
等
の
心
の
窓
を

_

炉
に
_
か
し 

ひ
る
思
索
的
鍵
な
る
こ
^
を
信
す
る
も
の
で
あ
る

o

(

阿

部

秀

.
助)

;

士
蓊「

國

際

經

濟

と

國

民

經

濟」

'」

:

.

.

，
四

-
,版
H
百
〇
.九
裒
.:」 

湓
似
金I

.
圆
.瓜

十

錢

：

; :
:

:

.

:

沿
.

波
：:

_

 

店「
致

''
行 

h

,本
書
は
»

江
傅
士
が
大
正
.十 

一

v

年
夏
帝
國
敎
资
會
靑 

森
，市
十
日
：會
秋
田
縣
雄
鹿
郡
敎
育
會
等
に
於
て
試
ら
れ
，

■

 

た
：る
.
_演
を
骨
子
ビ

し
、
之
：に
同
年
三
月
か
ら
九
月
に 

至
る
半
年
間
に
發
表
'せ
ら
れ
た
論
文
を
加
へ
てt

册
ど 

な
3
れ
、
昨
牟
±
1

月
公
|:
せ
ら
れ
れ「

世
界
の
經
濟
. 

は
如
何
に
動
く
か」

、
及
、び
本
年
四
月
公
に
せ
ら
れ
た 

「

績
_
世

界

の

經

濟

は

如

，
何

に

®
く
か」

ビ
相
承
け
て
國 

際
經
濟
の
狀
況
を
明
がU

す
る
爲
：め
今
囘
公
に
せ
ら
れ 

た
る
も
の
で
ぁ
つ
て
、

«
內
容
は
ゼ
ノ
ア
會
誠
0 -
前
後 

か
ら
最
近
に
至
る
ま
で
の
間
に
於
.け
る
世
界
經
濟
變
動

第

十

一

挪

r
1
A

::
;
の
狀
況
及
：其
間
に
在
り
て
我
國
民
經
濟
が
如
何
な
る
徑

路
を
池
り
た
る
か
其
說
明
、
評
論
等
で
あ
つ
て
、
目
次

に
從
つ
て
其
要
目
を
列
皋
す
れ
ぼ

「

世
界
平
和
€
國
民

パ
經
紙
並
に
國
際
經
濟」

、
、「

世
界
經
濟
上
ょ
り
兇
^
る
ゼ

，ノ
ァ
會
議」

、「

對
外
偾
務
廢
棄
問
題」

、「

歐
洲
經
濟
復
興

問
題
1-
.「

世
界
平
和
ど
對
支
經
濟
蚁
策」

、「

歐
洲
戦
後
の

銀
行
.問
題
、
其
.

1

英
國
に
於
け
る
銀
行
合
同
、
其
ニ
銀

行
X

政
權」

、「

我
國
經
濟
政
策
•の
刷
新」

"「

不
景
氣
ど
國

民
經
濟」——

其
一
我
國
に
不
景
氣
の
績
く
所
以
、典
ー一

我
_

の
物
價
間
題y

「

經
濟
政
策
上
の
退
婴
ど
進
収
し
、 

「「

我
國
民
の
租
稅
道
徳」

等
で
あ
る
"

就
中
第
一
章
は
全
體
の
基
調
で
あ
り
要
れ
る
も
の
で 

あ
つ
て
、
博
士
が
如
何
な
る
態
度
を
持
せ
ら
る
、
か
は 

I玆
で
大
體
之
を
窺
ひ
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
其 

へ
極
く
大
體
を
述
べ
て
見
る
皮
、
.傅
土
は
戰
爭
の
傷
瘐
大 

’な云
ふ
に
筆
を
起
し
そ
歐
洲
戰
银
が
交
戰
諸
國
に 

負
は
し
め
た
る
費
用
は
直
接
®

®
の
み
に
て
も
千
八
W
 

六
十
ニ
億
三
千
三
冥
十
三
馮
七
千
弗
の
巨
額
に
上 

h
,、
之
を
支
辨
す
•る
.に
は
大
部
分
公
債
發
行
の
方
法
に 

依
つ
.た
の
.で
あ
る
：が
其
公
債
發
行
の
容
易
に
行
は
れ
允

の

は

又

れ

中

央

銀

行

を

し

て

通

貨

の

增

發

'を

5

さ

し

め

.
'せ

、

自

國

に

於

て

生

產

■條

.仲

の

方

利

.で

あ

る

，
こ

〜

：0

.

M
 

た
^
云
ふ

が

如
5

手
段
が
採
ら
れ
な

爲
め
で
あ
'る
を

.云

瞭

で
あ

る

に
拘
は
：ら
す
、
荷
ほ
斯
る
®

業
に
自
H

の
資 

ふ

鄯

實

を

指
摘
し
、
而
，も「

斯
の
如
べ
交
戰
諸
.國
の
政
府
.

’
■*

を
投
入
さ
せ(

四)

戰
後
外
國
ビ
の
交
通
の
恢
復
す 

が
公
偾
に
對
す
る
廳
慕
を
容
揚
な
ら
し
め
る
爲
め
に
、

る
ょ
.ぅ
に
爲
つ
た
今
日
、
.
• »

る
代
用
的
事
業
.が
外
國
の 

正
貨
舜

挽

の

禁

：じ
ら
れ
々
飯
行
券
な
ガ
、
又
«
此
銀
行
競
爭
を
受
け
て
存
立
上

：に
困
雛
を
吿
け
る
ょ
ぅ
な
場
合 

资
を
^

つ
て
*•
.兌
換
さ
れ
‘る
政
府
紙
幣
を
靖
發
す
る
方\

に
差
迫
る
ビ
、
il
ff
c

H
他
の
保
議
手
段
に
依
つ
.て
®
る

針
を
取
つ
ft

こ
ど
は
、
必
然
の
結
果
パ
；し
て
、
通
貨
制| 

.

.度
を
破
壞
し
ノ
逝
货
愤
値
の
低
落
を
惹
起
し
^

國
民
生) 

活
に
大
な
る
勋
播
を
生
ず
名
に
至
づ
た
^

ビ

說

气

次」

•
に
ぃ
，

「

斯
る
財
政
匕
か
金
融
や
か
宏
ふ
1
ぅ
な
周
限
.さ
れ 

だ
方
面
の
問
題
か
ち
離
れ

V

國
民
經
濟
の
全
體
に
戰
带
：

：
\ 

0
及
ぼ
| ,

た
影
響
を
考
べ
，る
ぞ

(

一)

資
本
並
：に
勞
働
を 

生
^

業
か
ら
雜
つ
^
不
生
產
矜
し
く
は
生
產
破
壞
の
用 

.

に
就
か
せ

'

た
結

«

?

赏
0
減
少
を
來
し
、

(
：

ニ)

國
際
間
、\ 

に
於
げ
る
交
易
並
‘

に
交
赋
の
自
由
を
東
縛
し
、

一
園
の

j

 

M

濟
を
し
て
國
ど
云
：ふ
狹
い

.

.

領
域
の
下
に
跼
鞒
せ
し
：
、
 

め
"

職
後
に
於
て
も
對
外

^

業
や

^

^

傲

資

は

戰

；前
に 

、
比

.

較

し
T

不
利
益
な
る
地
位
に
居
り

"

(

三
：

)

戰
時
國
際 

問
に

.

於
け
る
經
濟
的
交
通
の
不

S

1-
1
1に

爲

つ

た

こ

-
は 

;.
'

肯

然

1

國
の
經
，薩
活
を
じ
て
國
內
自
給
主
義
に
傾

.

か
：
.

第

十

六

怨

(
r

六
ニ
九

〕

.
新
刊
紹
介

生
產
條
件
の
不
利
な
る
事
業
を
一
國
に
稃
績
せ
し
め
ょ 

5

ヒ
；し
、(

五)

戰
時
經
濟
社
會
に
起
つ
た
不
公
JE
^

る 

富
0

分
配
殊
に
一
部
階
級
の
間
に
.行
は
れ
た
富
の
不
公 

平
«

る
領
有
は
社
食
に
'不
健
全
^

る
消
費
を
獎
•
»t

、

:

戰
後
の
今
日
.に
至
つ
て
、
尙
ほ
此
種
の
流
弊
の
社
絶
さ 

れ
ざ
.る
こ
ど
の
諸
»

は

即

ち

戰

爭

に

_伴

ふ

經

濟

的

窖

惡
 

ミ
し
て
、
今
日
に
於
て
は
、
何
人
^

雖

も

、

之

を

承
！！ 

せ
ざ
る
を
得
^

い
で
^
ら
ぅ」

ビ

レ

，
此
處
に
戦
爭
の 

經
濟
的
利
益
を
假
想
し
て
戰
爭
辯
謎
論
を
試
む
る
者
の 

妥
を
痛
擊
し
、，

「

最
後
に
戰
锻
の
經
濟
的
患
害
e
し
て
私 

'の
指
摘
す
る
所
.の
も
の
は
經
濟
社
會
に
無
用
«
意
義
の 

波
調
を
惹
起
す
る
に
至
る
-
S

で
あ
る」

ビ
し
て
戰
峙 

中
に
，通
貨
膨
脹
の
爲
め
に
先
す
る
一
時
幻
影
的
に
生
す 

る
好
景
氣
が
其
終
熄
だ
共
に
大
な
る
反
動
を
观
は
し
非

•
, 

第
十1.

號 

ー±
九



第
十
六
怨
2

六
三
0〕

,
新
刊
紹
介
.
.

常

な

る
不
景
氣
に
P0

令
の
事
實
を
^

摘
せ
ら
れ
で
居

る
’。
:而
し
て
戰
爭S

生
■め
る
楚
等
幾
#

10
痛
手
で
こ

そ

_
て
現
時
^
於
.
1平
和
論5

旺
碰
な
る
所
以
で
あ
る
^

な
^

る
、
ビ
共
に
、：實
際
平
和
運
動
の
不
十
分
本
徹
底

な
る
を
慨
せ
ら
れ
>
.其
見
地
ょ
h

諸
國
が
未
#

盡
さ
-
X

ー
名
爾
を
指
摘
し
て
ァ
第
|
、「

海
箄
が
華
聖
頓
會
議
の
決

f

據
つ
.て
縮
少
-

れ
^

續
，い
T

海
：軍
休
日
の
行
は
れ

る
以
上
は
.陸
軍
も
亦
：た
當
然
縮
少
さ
れ
な
け
れ
ば
：な
ら

ぬ
譯
で
あ
る」

。「

然
る
に
今
日
列
國
の
內
に
年
和
主
義
，

に
就
く
^
稱

し

な

が

，ら

遙

に

融

國

の

必

要

に

超

越

ず

る

程
.旗
の
陸
軍
を
擁
し
て
平
然
た
ム
も
0

あ
.

る
は」

如
何
。

.
第1

1
、「

旣
に
列
國
が
世
界
平
和
を
理
想
f

し
、
之
を

實

現

す

る

，

」

>?
:

•に

終

始

ず

る

以

上

は

 

> 
經
濟
政
策
上
ね

も
大
な
る
變
化
を
生
：中
可
き
道
理
，で
あ
：る」

。即

ち

「

列

國
は
亙
に

&

他
の
腹
中
に
飛
入
つ
て
、
出
來
得
る
限̂

相
倚
り
、
.相
助
け
t

邦

間

..に

國

際

經

濟

共

通
の
實
を
擧

け
可
き
道
理
で
あ
な
^
然
か
も
列
國
の
爲
す
趴
は
殆
ん

ど
反
對
の
方
向
は
向
つV

居
る
の
狀
あ
る
は
如
何
。
ン

.

第
三
、「

從
來
世
界
を
姐
じ
て
强
國
の
間
に
經
濟
的
帝 

國
主

.

義
の

.

行
は

.

れ
で
己

i

.

な
か
つ

.

，
た

の

は

.：資

本

主

義

の ‘
. 

第
十一

號 

一H
O

跋
扈
之
を
然
ら
t

め
た
の
.で
あ
る」

「

然
6

ば
世
界
平
和 

を
永
遠
に
霧
し
ょ
-

!

か
、
又
は
其
確
立
.を
謀
ら
5
 

ミ
か
す
る
場
合
に
は
；、
吾
人
は
其
极
本
的
政
策
ど
し
て
、
 

資
本
主
義
を
基
：礎
€
す
る
從
來
の
經
濟
組
織
に
或
る
制 

限
を
加
へ
る
こV

J

を
以
て
急
務
で
あ
る
す
考
へ
ざ
る
を 

得
な
い」

。然
る
^

此
方
面
に
於
け
る
努
力
に
見
る
可
き 

も
の
な
き
は
此
は
.是
.れ
畫
龍
點
晴
の
功
を
缺
く
も
の
で 

あ
ら第S

、
「

列
國
が
世
界
.平
和
の
維
持
さ
れ
る
こ
e

を
希

望
し
.又
各
國
協
力
.し
て
其
維
持
に
*

し
よ
ぅ
^
す
る
以

上
は
、一

方
に
世
界

.

の

翁

國

を

擧

げ

て

一

の

經

濟

.取

位

€

す
る
位
.に
、經
濟
共
通
，.の
'道
を
開
く
他
の一

方
に
は
、

國
に
依
り
、
人
種
に
依
''&
經
濟
上
の
關
係
に
於
て
一
切

の
差
別
的
待
遇
な
か
ら
し
む
る
こ
ば
を
必
要
ビ
す
る」

然
か
も
白
哲
人
輝
の
黄
色
人
種
に
對
す
る
、
英
國
の
印

度
に
對
す
る
否
觅
に

.

は
聯

.

合
國
の
獨
逸
に
對
し
、
露
西

S S

に
對
す
る
其
諸
々
の
.廳
度
の
如
き
は
決
し
て
如
上
の

趣
想
I t

合
す
る
も

#

で
.

は
：な
い
'
。

畢

竟

一

國

皮

云

ふ

狹

き
殼
を
•脫
.し
て
廣
く
- A
類
を
.愛
す
S

云
ふ
精
神
!:
缺
け 

て
，居
る
：‘が
爲
め
.で
あ
る
ミ
せ
ら
れ
、、
斯
く
て
最
後
に
：左

の
如
く
結
論
さ

れ
て
居
る

o 

「

人
K

的
愛
情
を
以
っ
て：

現
在
の
經
齋
的
關
係
を
律
：
 

す
る
こ
ど
は
、
世
界
平
和
を
永
遠
，に
維
持
す
る
所
以
^
 

爲
る
：も
の
；で
あ
つ
て
、」

飾
*

に
於
て
缺
^
る
所
が
あ
つ 

た
な
ら
ば
世
界
平
和
を
縦
持
す
る
こ

v

の
如
き
遂
に
一
 

片
の
本
想
に
歸
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
內
に
資
本
主
義
が 

跋
扈
し
て
資
本
の
力
を
以
つ
て
勞
働
を
虐
げ
る
、
，：外
に 

經
濟
的
帝
國
主S

が

行

は

れ

ー

國

，
の
.
資

本

的

勢

ヵ

は

他
 

國
•に
逍
.つ
て
其
國
の
國
民
を
何
處
ま
：で
も
未
開
國
民
扱 

に
し
て
、
乳
勢
働
を
«:
.取
す
る
«

云
|ふ
が
如
き
、
何

ビ

\

 

し
て
も
人
類
愛
の
精
陳
に
缺
け
た
所
業
で
あ
つ
セ
、
.
0
一
 

»

に
顧
み
る
所
が
な
か
：つ
：た
な
ら
ば
、
國
際
間
の
條
攸| 

:

や
協
足
で
維
持
3

れ
る
世
界
卒
和
0

如
き
畢
竟
表
面
を
.
=
 

,飾
る
道
具
た
る
に
過
ぎ
ず
、」

何
時
其
內
部
！

i

大
な
る
龜 

裂
を
生
中
る
か
測
b

知
名
を
得
な
い
I
O::
:
吾
人
.は
斯
る
狀| 

態
を
以
つ
て
T

滿
足
す
る
も
の
で
は
な
い
。
如
何
に
し
一 

て
人
類
愛
を
.以
つ
て
經
濟
的
關
係
を
#

す
る
か
、
又
如 

何
に
し
れ
な
ら
ば
'

經
濟
上
の
方
面
か
ら
，、
人
類
愛
を 

鞔
揮
せ
し
め
得
る
^

率
る
で
あ
ら
ぅ
か
、：
此
ニ
»
は
今 

後
吾
人
の
深
く
思
を
鐵
す
可
き
所
で
あ
る
。J

第
f

:ハ

紙

(

一
六
三
一

〕

新
刊
紹
介

糾 

て 
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